



Emergence and development of Communication 


























































































Ⅱ 対 象 児
Y ･K 男児 1971年 1月31日生まれ｡
(1) 医学的診断 :脳性麻痔､重度精神発達遅滞｡
































































































































































































































































す り｣および ｢手たたき｣などの身振 りが信号的
意味を担 うようになった｡これは､この身振 りが
本児の欲求充足と結びついて生 じる行為であるこ
とによる｡つまり､身振 りは最初は ｢実務的｣放
能 しかもたない (本児の場合で言えは､快の情動
を引き起こす機能)行為 として現れるが､大人 と
子どもとの共同活動の過程で､ ｢実務的｣横能に
加えて､コミュニケーション機能をも持つように
なる｡その際､重要なことは大人がこの身振 りの
きっかけを与え､その後は子ども自身の能動的な
関与を促すことであろう｡ (受理 1988.8.9)
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